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キまで約 45 秒で到着する。開業したばかりの頃は 1 分 30 秒かかっていたとのことだが、
それでも 150m もの高さを上昇していく手段としては大半の人が味わったことのないもの
だったであろう。またもう一つの展望台として大展望台——現在はトップデッキと呼ばれる-
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2008 年 6 月時点における、都内で圧倒的な高さを誇るビルの中でもトップ 20 に入ってい
る、新宿住友ビル(高さ 210,3m)や新宿三井ビルディング(223,6m)、新宿センタービル
(222,95m)といった大都市新宿を中心に聳え立つ高層建築は、いずれも 1970 年代に着工し





いずれも 200m の高さに達しているが、一般に 100m 以上の高さをもつ建物は超高層ビル
と定義されている。つまり、霞が関ビル(156m)や世界貿易センタービル(162,59m)などの建
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月 6日に iPhone にリリースされ34」た、不特定多数の人々同士で写真共有が可能なアプリ
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Ding というドイツ語を取り上げているが107、この das Ding は「物そのもの」であり、主
体の表象の世界の核心において異質な「現実界」として示されている108。そしてその「物そ
のもの」に「対象 a」は適用される。この『精神分析の倫理』に関しては、上記のようにジ
                                                 
106 同上、111頁。 
107 ジャック・ラカン 『精神分析の倫理【上】』 ジャック＝アラン・ミレール編、小
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